
平成　　年　　月　　日
企画提案書　（全体概要）
【地域活性化分野】
	提案者

（共同提案の場合は代表団体を記入）
	団体名
	

	
	代表者名
	

	
	（役職）
	

	
	所在地
	

	
	担当者名

（所属）
	
	連絡先
	

	事業の
概要
	事業テーマ
	　□移住・交流支援系　　□住民生活向上系　　□地域産業活性化系

	
	対象地域
	

	
	地域活性化に向けた地域課題
	※　実施計画書３を要約し、簡潔に記載すること

	
	提案内容
（サービスの概要）
	※　実施計画書の内容を要約し、簡潔に記入すること

※　構築する情報通信システムの内容にも言及すること

	
	事業

イメージ図
	※　実施体制が明確になるよう記入すること

	
	事業費
	　○○千万円


注）1枚に収めること

実施計画書

	１．事業のテーマ

　　□　移住・交流支援系　　□　住民生活向上系　　□　地域産業活性化系
２．対象地域の概要

　　人口：

　　世帯数：

　　産業構造：第１次産業　　％　第２次産業　　％　第３次産業　　％
　　自治体分類：□政令市　　□中核市　　□特例市　　□市　　□町　　□村
　　市町村合併の有無（過去３年以内）：　□有　　□無

　　条件不利地域等：□過疎　　□辺地　　□離島　　□半島　　□山村　　□豪雪　　□特定農村

　　その他、事業のテーマに併せて特記すべき事項
　　（例）住民移住率、高齢化率、少子化率等

３．地域活性化に向けた解決すべき地域課題
（１）地域活性化に向けた地域課題の内容
（２）地域活性化・地域課題解決に向けた対象地域（地方公共団体及び民間等）における従来の取組内容
　※　ＩＣＴ利活用の有無にかかわらず（１）の地域活性化・地域解決のための従来の取組とその成果や不十分であった点等について記入すること。
４．実証実験の目標
※　地域活性化・地域課題の解決に向けた実証実験の目標・全体内容を詳細に記述するとともに、当該取組と地域課題解決の因果関係について明確に記入すること。

５．実証実験の方法

（１）実証実験体系

※　樹形図を用いるなど、提案する実証実験の体系を分かりやすく記入してください。

（例）

目標：○○○の実現
　　　　　　

××に関する検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×××の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×××の構築
△△に関する実証実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△の検証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△の実証

　　　　　･･･

（２）手法

※　提案する実証実験の手法について、上記の実証実験体系に従い、詳細かつ具体的に記入してください。特に上記の目標を達成するにあたって、提案する実証実験が優れている点について明確に記述してください。

６．実証実験の内容

※　実施要領４（３）選定基準「計画要素」を踏まえた記載をすること。

（１）モデル性
（２）利便性

（３）先進性

（４）計画性
（５）地方公共団体等の政策体系との整合性

（６）地方再生戦略との整合性

（７）分析・設計能力

（８）相互接続性の検証能力

（９）普及啓発能力

（10）実施要領４（３）選定基準「計画要素」に挙げた以外の要素



注）枚数制限なし。必要な場合には補足説明図（A4判）等を添付すること。
情報通信システム説明書
	１．構築する情報通信システムの内容
※　実施要領４（３）選定基準「技術要素」を踏まえた記載をすること。

（１）情報通信システムの機能要件・技術要件

【ポータル】

【地方公共団体・民間企業等】

【相互接続検証】

（２）想定する利用者の属性及び人数
（３）情報通信システム概念図
※　別に作成し、添付すること



注）枚数制限なし。必要な場合には補足説明図（A4判）等を添付すること。
実施体制説明書

	１．実施体制
※　図を用いるなど、提案する事業の実施体制を分かりやすく記入。
（例）

○○社
　　　　　　（目的）

　　　　　　　××に関する調査・検討

△△社
□□社
■■市
▲▲協会
２．各主体の役割

	NO
	名　　　　　　　称
	役　　　　　　　　　　　　　　割

	1
	
	

	2
	
	

	3
	
	

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	

	7
	
	

	※　上記組織図に対応した主体別に役割を明確に記入すること

３．プロジェクトリーダ

	　氏　　名（ふりがな）
	勤務先及び職歴概要

	
	

	４．オブザーバ

	　氏　　名（ふりがな）
	勤務先及び職歴概要

	
	

	


注）枚数制限なし。必要な場合には補足説明図（A4判）等を添付すること。
本様式の記載内容については、予定でも可能とする。
収支計画書
1．平成２０年度予算計画

（１）　経費の内訳
[image: image1.emf]使用場所 金額［円］

例） *,***,***

１．情報通信システム開発経費 **,***

２．機器類リース・レンタル費 単価・個数・期間を記載 **,***

３．機器類購入費 単価・個数を記載 **,***

４．保守費 **,***

５．設置工事費 **,***

**,*** *,***,***

１．システム企画設計費 **,***円×**人・時＝ **,***

２．システム保守費 **,***

**,*** *,***,***

１．委員等謝金 **,***円×**人＝ **,***

２．委員等旅費 **,***円×**人＝ **,***

３．会議室借上費 **,***円×*時間＝ **,***

４．会議費 ***円×**人＝ **,***

５．資料作成費 **,***

**,*** *,***,***

１．消耗品費 ○○　*,***円×数量＝ **,***

２．通信運搬費 回線使用料　*,***円×12ヶ月＝ **,***

３．調査費 アンケート　***円×**人＝ **,***

４．会議費 **,***円×**人＝ **,***

５．報告書作成費 印刷・製本費 **,***

６．その他特別費 ※詳細に記入 **,***

Ⅰ～Ⅴの直接経費に一般管理費を乗じた額を上限

**,*** ***,***

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ＋Ⅴ **,***,***

***,***

積算内容

うち消費税額

項目

Ⅰ．設備備品費

Ⅱ．情報通信システム構築経費

Ⅲ．協議会等運営経費

Ⅳ．消耗品、その他経費

Ⅴ．一般管理費

Ⅵ．総額


（２）外部への委託・請負を予定している経費

（３）委託・請負を行う理由

リース・レンタル計画書

	設備名・

メーカー・型番
	性能・仕様・期間
	金　額
	使用目的

使用場所

	○○


	性能：

仕様：

（平成○○年○月～平成○○年○月）


	単価○○円

（1ヶ月）


	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


設備購入計画書
	設備名・

メーカー・型番
	性能・仕様・

購入予定時期
	金　額
	使用目的

使用場所
	リース不可の理由及び

事業期間終了後の取扱い

	○○


	性能：

仕様：

（○○年○○月頃）
	単価　　Ａ円

数量　　Ｂ個

金額Ａ×Ｂ円


	
	【理由】

○○によりリース困難とのリース会社からの回答があったため。

【事業期間終了後の取扱い】

残存簿価による買取りを希望。

	
	
	
	
	【理由】

○○によりリース困難とのリース会社からの回答があったため。

【事業期間終了後の取扱い】

無償貸与を希望。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）事業実施期間終了後の購入機器の取扱いについては、できるだけ詳細に記入。





















































































































［様式1］








［様式7］




















［様式6］








［様式5］








［様式4］











［様式3］











［様式2］












